
令和７年度学校評価（保護者アンケート）
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1.学校は、自ら考え、表現する子を育成している。（めざす児
童像：まなび）

15% 64% 10% 0% 11%

2.学校は、心豊かで思いやりのある子を育成している。（めざ
す児童像：こころ）

23% 59% 6% 0% 12%

3.学校は、健康でたくましい子を育成している。（めざす児童
像：からだ）

19% 61% 10% 1% 9%

4.学校は、和やかで活気に満ちた学校を作っている。 23% 65% 5% 0% 7%

5.学校は、仲間と交流して自他のよい成長を実感させている。 22% 61% 7% 0% 10%

6.学校は、保護者へ連絡や情報提供を行っている。 30% 58% 9% 3% 0%

7.学校は、児童理解に努め、思いやりと温かさのある指導を
行っている。

25% 58% 7% 2% 8%

8.お子さんは、自分のよさを知っている。 16% 68% 13% 0% 3%

9.お子さんは、当該学年の学習内容が定着している。 19% 64% 12% 3% 2%

10.お子さんの学習規律・学習を支える力は、定着している。 16% 61% 16% 2% 5%

11.お子さんは、学校であきらめずやりぬく経験をしている。 18% 53% 16% 2% 11%

12.保護者として家庭学習の確認をしている。 28% 56% 12% 2% 2%

13.お子さんは、いつでも進んで明るいあいさつをしている。 12% 56% 28% 2% 2%

14.お子さんは、望ましい生活リズム（早寝・早起き・朝ご
飯）が定着している。

24% 59% 15% 2% 0%

15.お子さんは、好き嫌いせず食べる習慣ができている。（健
やかな体の育成）

22% 48% 25% 4% 1%

16.お子さんは、日頃から運動・遊び・徒歩で登校を通して、
体力を高めている。

43% 47% 6% 2% 2%

17.お子さんは、安全な行動が身についている。（日常の行
動・交通安全・不審者対応）

25% 62% 12% 0% 1%

18.お子さんは、あいさつ、返事、靴ならべ、時間を守るなど
の凡事（あたりまえのこと）を実行している。

10% 65% 22% 2% 1%

19.お子さんは、毎日の学習準備が習慣化し、忘れ物をほとん
どしない。

10% 53% 29% 6% 2%

【結果・分析・対応策】
・№1.2.3の学校教育目標については、「まなび・こころ・からだ」の各面において、概ね高い評価を得ている
ことが分かる。一方で、「分からない」とする回答が各項目で一定数見られることから、教育活動の成果や児童
の成長を、より分かりやすく家庭に発信していくことが今後の課題である。学校教育目標達成に向けて学校全体
はもちろんのこと、各学年や各学級においても取り組んでいる。学校だよりや学年だより、学校ホームページ等
での学校の取り組みについて伝え、保護者の理解を図っていきたい。
・№５の肯定的な評価は 83％ と高く、学校における仲間との関わりや交流の取り組みが、児童の成長の実感
につながっていると考える。
・№10については、　肯定的な評価は 77％ あり、多くの保護者が、子どもたちの学習規律や学習を支える力
が概ね身に付いてきていると捉えている。一方で、否定的な評価は1８％と一定数見られ、また 「分からない」
が5％ あることから、学習習慣や規律の定着には個人差があることがうかがえる。
・№11については、肯定的な評価は 71％ あり、多くの保護者が、子どもたちが学校生活の中で粘り強く取り
組む経験を積んでいると捉えている。一方で、否定的な評価は18％、また 「分からない」が11％ と一定数見
られ、やりぬく経験が十分に実感されていないケースもあることが分かる。「やりぬく力」が実感できるよう成
果だけでなく、挑戦や継続の姿を積極的に認めていきたい。
・№13の「あいさつ」については、肯定的な評価は 68％ であり、半数以上の保護者が、子どもたちが進んで
あいさつをしようとしていると捉えている。しかし、否定的な評価は３０％ と比較的多く、また 「分からな
い」が2％ 見られることから、あいさつの定着には課題があることがうかがえる。教職員が率先してあいさつを
行い、よいモデルを示したり、学級や委員会活動等を通して、あいさつの意義や大切さを確認していく。
・№16についての肯定的な評価は 90％ と非常に高く、多くの保護者が、子どもたちが日常生活の中で体力づ
くりに取り組んでいると捉えている。今後も、体力の向上と健康的な生活習慣の定着を目指してく。
・№17の肯定的な評価は 87％ と高く、多くの保護者が、子どもたちに安全な行動が身に付いてきていると捉
えている。今後も、児童が状況に応じて安全に判断・行動できるよう、日常生活の中で、安全な行動を具体的に
確認したり、繰り返し指導したりと、交通安全や不審者対応について、今後も指導を行っていく。
・№19の「忘れ物をしない習慣」については肯定的な評価は 63％ にとどまり、他の項目と比べるとやや低い
結果となっている。一方で、否定的な評価は35％ と高く、また 「分からない」が2％ 見られることから、学
習準備や忘れ物に関しては課題意識をもつ保護者が多いことが分かる。家庭と連携し、児童が自分で準備する習
慣づくりを進めていきたい。
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